






























































































る貨幣の分析は不可能となっている (W経済原論 1~ (W宇野弘蔵著作集』第 1巻]，岩
波書庖， 1973年，第 l章，を参照)。なお，小稿「労働価値説と人格的依存諸関係JW経



















4) W要綱』のノート l冊の la)他の金属との関係における金と銀J の中に次のよう
な叙述がある。「第二の形態は，使用価値とならぶ交換価値であり，個人の他人の使用価





5 ) マルクスが『資本論』第 l部初版において，価値と交換価値とを概念的に明確に
区別したことについては，イ・ルーピン(佐藤金三郎訳)IW経済学批判uと『資本論』







6 ) マルクスが『要綱』で， 1貨幣の解体的作用」のーっとして注目しているのがこの
問題である。その「第 3篇 果実をもたらすものとしての資本」の中で「貨幣の解体
的作用。貨幣は占有を寸断する手段。J(MEGA， II-1， Apparat， S.941)，あるい
は， 1貨幣の解体的作用。貨幣は占有(家匡，その他の資本)を無数の断片に寸断し，
そして一個ずつ交換によって消尽するための手段〔であるJo(プレイ )0 (貨幣がなけ


















































































































生産物の交換価値は，生産物とならんで貨幣を生み出すJ(Gr. S. 79~80) 。































































































































































































































































































































できる。 I[第 1章.価値。第 2章.貨幣。 A.尺度としての貨幣。 B.交換手段とし
ての貨幣。 C.貨幣としての貨幣。 1)貨幣蓄蔵。 2)支払手段としての貨幣一引
用者Jo3)国際的な支払手段および購買手段としての，世界鋳貨としての貨幣。 4) 
貨幣関係の担い手としての貴金属。 5)単純流通における領有法則の現象。 6)資本






から書き込むために広い余白を空けておく場合もあったJ(M E G A， I -1， Ap-
parat， S.303)。そして，実際に広い余白が空けられている草稿の写真複写(ノートM
の， 23， 27， 29ページ)をMEGA本文で見ることができる (II-l， S.4， S.5， 
S. 9)。また，両草案とも『要綱』の最終執筆部分であるノート 7間(1858年 2月末
~5 月末執筆)の後半部分までもが参照ページとして挙げられている。
60 経営と経済
ここで， 1第一草案」の第 1'"-' 2章の構成を見ておく。それは，第2章については理
論上の差異に基いていくつかに区分することなく，単純にその内容を列挙しているだ








「第二草案」は， 1第 2章 貨幣」という題目はないが，その内容が 11)尺度とし
ての貨幣。 2)交換手段としての貨幣。 C3 )ー引用者〕貨幣としての貨幣。J(II-










推定している (IW資本論』準備草稿についての覚え書き(2 ) J W立教経済学研究~ 31 
巻3号， 1977年12月，および，同 IMEGA(メガ)についての雑記(2 ) J W経済論
集~ (大東文化大)45号， 1988年 3月，を参照)。
(第一草案」自体も， 1 I)貨幣」の中では 11)尺度としての貨幣，または単純な
流通」から 14)貨幣の担い手としての貴金属」までには『要綱』の参照ページが記


























判・原初稿~ (1858年8~10月)ー--r第二草案J (1 858年11月)ー-~経済学批判~ (1858 
年11月 ~1859年 1 月)。
以上のように， r第2章 貨幣」の構成が単純列挙型から三区分型に変更されたと考





ただ， 4月2日付の手紙での独立した項目である rd) [単純流通において現象する
領有法則Jが『原初稿』では IC.貨幣としての貨幣」中に 15)Jとして 16)資
本への移行」の直前におかれ，独立させられていない点と，手紙中には「貨幣関係の















成をぬきにして， 1 d) Jの位置が先の執筆時期の推定を覆すものとなるとはいえない
であろう。
次に「貨幣関係の担い手としての貴金属Jであるが， 4月2日付の手紙では 12
貨幣。/貨幣関係の担い手としての貴金属について， 2， 3のこと。 /a)尺度とし
ての貨幣。……」と第 2章の構成について記していることから，この時点では，第 2
章の序論として「貨幣関係の担い手としての貴金属」を置くことになっていたのであ
り，この時点ではこの項目が実際には 12.貨幣」の三区分構成に関連するものとし
て非常に重視されていたことを示している。
※ 本稿でのマルクスの著作からの引用は，小著の例によっている。
